
新
しん

製
せい

品
ひん

イ
ン
ス
タ

ン
ト

勝 し
ょ
う

利 り

大
だい

好
こう

評
ひょう

！！

勝
しょう

利
り

が    

うわぁ！

最
さい

高
こう

に

なったぞ

在
ざい

庫
こ

限
げん

定
てい

品
ひん

急
いそ

げ

そう

願
ねが

ってる
だろ？

簡
か ん

単
た ん

に

一
ひと

口
くち

サイズの目
も く

標
ひょう

　君
きみ

は成
せい

長
ちょう

し、前
ぜん

進
しん

したいと思
おも

っているよね。でも長
ちょう

期
き

間
かん

の目
もく

標
ひょう

を見
み

ると、
一
いっ

歩
ぽ

一
いっ

歩
ぽ

が単
たん

調
ちょう

でつまらなく見え、一
いっ

体
たい

そこまで到
とう

達
たつ

することなんて
できるのかなぁって思

おも

うかもしれない。だけど、一歩一歩をきちんと
進
すす

んでいくことこそが、確
かく

実
じつ

に、純
じゅん

粋
すい

な勝
しょう

利
り

をもたらすんだよ。



牛ぎ
ゅ
う 乳に

ゅ
う

卵
た
ま
ご

バ
タ
ー

ビッ
グバ

ン

ベーカ
リ
ー

砂
さ

糖
と

う

　例
たと

えば、ケーキを作
つく

りたいとしよう。キッチンには、ケーキを
作
つく

るための材
ざい

料
りょう

が全
ぜん

部
ぶ

そろっている。作
つく

り始
はじ

める準
じゅん

備
び

も整
ととの

った。
さて、作り方

かた

の手
て

順
じゅん

を見
み

て、君
きみ

はこう思
おも

う。（バターをやわらかくし、
そこに砂

さ

糖
とう

を入
い

れ、卵
たまご

を一
ひと

つずつかき混
ま

ぜて入れなくちゃ
いけない。（一

ひと

つずつだってぇ？！　それって、一
いっ

体
たい

どうして
なんだ？）
　君

きみ

はむしろ、ボウルをわきの下
した

にかかえてキッチン中
じゅう

を
かけ回

まわ

りながら、材
ざ

料
りょう

をでたらめに放
ほう

り込
こ

んで全
ぜん

部
ぶ

いっしょくたにかき混
ま

ぜ、それを焼
や

き皿
ざら

に流
なが

し込
こ

んで
焼
や

いてしまいたい、と思
おも

うかもしれない。それか、
ケーキの生

き

地
じ

を焼かずに、そのまま食
た

べて
しまいたいかも。結

けっ

局
きょく

のところ、生地の
ままだって、結

けっ

構
こう

おいしいだろ？



　人
じん

生
せい

で新
あたら

しいことを学
まな

ぶのには、ちょうどケーキを焼
や

く時
とき

のように、段
だん

階
かい

的
てき

な過
か

程
てい

がある。
ケーキを作

つく

るためには、まず計
けい

量
りょう

し、ふるいにかけ、泡
あわ

立
だ

て、材
ざい

料
りょう

を混
ま

ぜなくてはならない。
生
き

地
じ

を流
なが

し込
こ

む前
まえ

に、焼
や

き皿
ざら

に油
あぶら

をぬらなくてはいけない。それから、ケーキが焼き上
あ

がるのを
待
ま

つんだ。こういった段
だん

階
かい

のすべてには、時
じ

間
かん

がかかる。だけど、ケーキを上
じょう

手
ず

に焼くためには、
そのための方

ほう

法
ほう

や手
て

順
じゅん

というものがあるんだ。

それには手
て

順
じゅん

なんてものが

ケーキの作
つく

り方
かた

の

手
て

順
じゅん

まさか

あるんだって

牛
ぎゅう

乳
にゅう

　切
き

るように混
ま

ぜる

　
  すばやく

   かき
混

ま

ぜる

ふ
る
い
に

か
け
る



　さて、それを生
せい

活
かつ

技
ぎ

能
のう

を
学
まな

ぶことに当
あ

てはめてみよう。
目
もく

標
ひょう

に到
とう

達
たつ

するために
踏
ふ

まなければならない
手
て

順
じゅん

を、全
ぜん

部
ぶ

考
かんが

えてごらん。
それを、一

ひと

口
くち

サイズの目標に分
わ

けるんだ。一
いち

度
ど

に
かめる量

りょう

よりたくさんかじり取
と

ろうとしたり、一度に全
ぜん

部
ぶ

を
口
くち

につめこもうとしたりしてはいけないよ。そうでないと
のどにつまって、気

き

を落
お

とすだけだからね。
　例

たと

えば、もっと親
しん

切
せつ

になるとか、しんぼう強
づよ

くなるとか、
思
おも

いやりを持
も

つなどの特
とく

定
てい

な分
ぶん

野
や

でもっとよくやろうと
働
はたら

きかけているなら、一度の祈
いの

りや、決
けっ

心
しん

した瞬
しゅん

間
かん

に、
突
とつ

如
じょ

として新
あたら

しい人
ひと

に生
う

まれ変
か

わり、ほかの人のあやまちを
大
おお

目
め

に見
み

るのが簡
かん

単
たん

になるとか、ただちに自
じ

分
ぶん

よりも
他
た

の人
ひと

たちの必
ひつ

要
よう

を思
おも

いやれるようになるとか、人に対
たい

して
いつも親

しん

切
せつ

で礼
れい

儀
ぎ

正
ただ

しく応
おう

対
たい

できるようになるなんて、
期
き

待
たい

してはいけないよ。

モグモグ

カリカリ
かみごたえのある

一
ひと

口
くち

サイズの

かたまり

ガブッ
ウグ
ウ～

一
いち

度
ど

に
つめこみ

過
す

ぎ

うわぁ

超
ちょう

やさしくなったんだぞ～

たった今
いま

、ぼくは

     なん 
ちゃってね。



　直
ちょく

面
めん

するチャレンジに対
たい

して一
ひと

口
くち

大
だい

の
目
もく

標
ひょう

を持
も

つのは、他
た

の人
ひと

に対
たい

して親
しん

切
せつ

に
なるという目標に対して、その日

ひ

何
なに

が
できるかをイエス様

さま

に聞
き

くようなもの
なんだ。もしかしたらイエス様

さま

は、
愛
あい

情
じょう

深
ぶか

くなるという第
だい

一
いっ

歩
ぽ

として、弟
おとうと

に
君
きみ

のゲーム・ボーイを貸
か

してあげるようにと言
い

われるかもしれない。または、君のママが
家
か

事
じ

のすべてを一
ひとり

人でしなくて済
す

むように、何
なに

かのお手
て

伝
つだ

いを申
もう

し出
で

るようにと言
い

われる
かもしれないよ。

　それか、主
しゅ

は君
きみ

を、普
ふ

通
つう

はあまり話
はな

さない人
ひと

に対
たい

して
親
した

しく接
せっ

するようにと導
みちび

かれるかもしれない。今
いま

言
い

ったような事
こと

柄
がら

は、どれもものすごく大
おお

きな
達
たっ

成
せい

には見
み

えないけれど、その一
ひと

つ一
ひと

つが、
目
もく

標
ひょう

に向
む

かって正
ただ

しい方
ほう

向
こう

に前
ぜん

進
しん

する
ための、一

ひと

口
くち

サイズの
一
いっ

歩
ぽ

なんだ。

リ
サ

ウ
ォ
ル
フ

君
きみ

には休
きゅう

憩
そく

が必
ひつ

要
よう

そうだね、

リサ。くつろいでおいでよ。

ぼくがしばらく４つ子
ご

たちを

公
こう

園
えん

で遊
あそ

ばせてくるから。

アリ

アリクイ

最
さい

近
きん

、調
ちょう

子
し

はどうだい？

それで・・
・



　変
へん

化
か

を求
もと

める気
き

持
も

ちは、正
ただ

しい方
ほう

向
こう

に向
む

かうためのすごく大
おお

きな一
いっ

歩
ぽ

なんだ。物
もの

事
ごと

を
なかなか改

かい

善
ぜん

できないからといって、がっかりしてはいけないよ。目
もく

標
ちょう

に向
む

かって、それらの
一
いっ

歩
ぽ

一
いっ

歩
ぽ

をたゆまず進
すす

んでいくことで、勝
しょう

利
り

はやって来
く

るんだからね。いつまでも続
つづ

く、
確
たし

かな勝
しょう

利
り

だよ。後
あと

で振
ふ

り返
かえ

って、心
こころ

からうれしく思
おも

えるような変
へん

化
か

が起
お

こるんだ。

 一
ひと

口
くち

サイズの

目
もく

標
ひょう

は

 いかがかね

ちょうどぼくに
必
ひつ

要
よう

なものみたいだ

ちょう
だい ぼくも
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  君
きみ

の写
しゃ

真
しん

を

    
ここに

   貼
は

ってね


